
山行報告書         山行管理部 

タ－ブル 福知山廃線跡、大峰山 12月 17日 CL松本 SL森本 参加 16名  

JR武田尾駅 10：15→桜の園入口→林間広場→大峰山頂上：お昼 12：15～12：45  

桜の園入口13：30→第二武庫川橋梁→北山第二トンネル→廃線入口→JR生瀬駅15：25着  

前々日迄、暖かい日が続いていたのにタ－ブル当日は、寒気に襲われる冷えた日に

なりました。桜の園入口に入る樹木の間から木漏れ陽が…新鮮な空気感、森林浴  

を感じながら大峰山へ。頂上で昼食、済ませ下山、桜の園入口迄戻り、廃線跡へ。  

武庫川の谿谷沿川に続く廃線跡は 2016 年に自己責任として、ハイキングコ－スが

一般開放されました。トンネル 6 ｹ、3 ｹの橋梁。ほとんど当時のまま残されていて

います。四季折々に楽しめ自然を満喫出来るので人気のハイキングコ－スなんだな

ぁと思いました。私も素晴しい谿谷を目にしながら、寒さも忘れ楽しめました。  

寒い中ご参加いただき有難うございました。       （森本 記）  

  

公開山行 観音山～ゴロゴロ岳 12月 24 日  

CL早川・SL松本・SL黄 参加 20名 

9：01甲陽園駅 ～ 9：15銀水橋 ～ 10：28北山貯水池 ～ 10：54甲山墓園

～11：37鷲林寺 ～ 12：10観音山（昼食）12：51 ～ 13：37ゴロゴロ岳 ～

14：02六麓荘コース分岐 ～ 14：25苦楽園尾根登山口 ～ 14：56銀水橋 ～

15：26甲陽園駅（解散） 

好天に恵まれ順調にスタート。気になっていた鷲林寺からのパノラマコースも難

なく通過。陽ざしのある場所での昼食もラッキーだった。 

下山はゆっくり慎重を心がけた。 

体温低下防止の為、休憩は極短時間にしたが、急かせてしまった気がする。                                          

（早川 記） 

 

土曜山行 2024年 1月 13 日（土） 

CL：重岡・SL：網 参加者：13名（CL・SL含む） 

8:50 比良駅－10:19 ノタリホリ 10:28－12:10（昼食）12:30－13:00 堂満岳 13:10－

14:06金糞峠 14:09－15:42イン谷口バス停 15:46－16:21比良駅 

朝、比良駅から眺める頂はうっすら雪が残り、時折頬に小雨があたる程度であり、登

山道に入っても「アイゼンは不要だ」とみな笑うような始まりだった。歩き進めるうち

に湿った雪は軽くなり、気づけば「雪山」らしくなってきた。アイゼンを装着し、硬め

の雪を踏みながら、ふと振り向くと琵琶湖に指すオレンジ色の陽が美しい。昼食後、



「シャクナゲ」が多くなってきたことに気づくとあっという間に暴風が吹く堂満岳頂

へ。寒さに長居はできず下山することにしたが、ここからしばらくは頬も鼻も痛いほ

どのこの日最も強風の中を行くことになる。ひたすらラッセルしてきた CLと順に交代

しながら、かすかに残る足跡、赤リボンを頼りに金糞峠まできたときには安堵感を感

じた。そこからの青ガレを雪の少ない岩の上、アイゼンをカリカリ鳴らしながら「アイ

ゼンワーク」を実習しつつみな怪我無く無事下山。イン谷口から比良駅への歩く中、強

風で停まる可能性のあった湖西線がゆっくり走るのが見えた。タイミングよく乗車で

き、冷えたからだも心も温められ帰路についた。 

＊山は楽しい。でも、共に歩くそれぞれの「目」が危険から守ることにつながる。みな

が無事に下山できるからこそ山は楽しい。YAMAPは便利だが、自分たちの目で確認した

ルートを「本能」で進むことの大切さを学んだ山行だった。 （ 網 記 ） 

 

 

自然保護部 探鳥会 三川合流地 京都府八幡市 １月１４日（日）晴 

CL井  SL目加田 参加１１名 

京阪石清水八幡宮駅〜木津川御幸橋〜宇治川御幸橋〜桂川と宇治川の間の樹林帯

往復〜宇治川御幸橋〜さくらであい館（昼食）〜背割堤に沿い宇治川左岸往復〜鳥

合わせ後解散 

 晴れの予報は出ていたが、強風を危惧しながら実施した。予想に反し、風はなく、

暖かく気持ちのいい天候に恵まれた探鳥会であった。 

木津川御幸橋上から木津川中洲に下見の時にも見た、チドリ科の鳥を見つけた。 

遠過ぎて望遠鏡でも識別できなかったが、冬であることからして、イカルチドリで

あろう。桂川と宇治川の間の樹林帯ではイカル、ホオジロ、メジロ、ジョウビタキ

を、空にノスリ、トビを観察。左岸からの宇治川ではカワアイサの♀を観察。他に

キンクロハジロ、ホシハジロ、ヒドリガモ、カンムリカイツブリなどを観察。 

水鳥は三川の中では宇治川に最も多く集まるようだ。解散後、木津川御幸橋上から

猛禽を観察。図鑑と照らし合わせながらハイタカと識別したが、参加者の Tさん撮

影の写真からミサゴと分かった。今回のように、遠過ぎたり、動いている鳥、天高

く飛ぶ猛禽類など望遠鏡でも識別できない場合、写真が大変有効である事を知った

探鳥会であった。 

カモ科７、サギ科２、チドリ科２、ヒタキ科２、その他２０、合計３３種を観察。 

                          （目加田 記） 

 

 



有志山行  生駒山  １月 4日  ＣL児玉詔二  参加 10 名 10ｋｍ 

近鉄瓢箪山駅 9：：00～瓢箪山稲荷神社～古墳～220Ｍ地点体操・ミティング 10：：08-

10：：18～（六万寺コース）～自由の森なるかわ 11：：05-11：：20～信貴生駒スカイラ

イン～鐘の鳴る展望台 11：：44-12：：23 昼食～十三峠 12：：46～水飲み地蔵展望台 13：：

01-13：09～玉祖（たまおや）神社 13：40-13：54～服部川駅 14：24  解散 

瓢箪山稲荷神社で初春の健康を祈り、生駒六万寺コースを登りました。夜来の雨で

少し道はぬかるんでいたが落ち葉を一杯踏みしめ道標を確認しながら一歩一歩、歩

を進め、自由の森なるかわで休息を取りました。下見の時お正月に来るので管理人

さんにトイレや休息出来るなど情報を仕入れておきました。木蓮の満開時期は白い

花が見事で美しい場所です。アオキの赤い実や山茶花が満開の山道を登り下りの繰

り返し、昼食の展望台まで来ましたが冬の寒さは厳しいいですが澄み渡る空気は大

阪湾や金剛が輝いて見えます。そして温かいお弁当と手作りのケーキと鐘の響きが

体を温めてくれます。十三峠を越えると急な下りで水飲み地蔵展望台、玉祖（たま

おや）神社,水仙園を経て下山しました。時雨模様や快晴や曇り空がくるくる変化

する冬の一日でした。新年会は昔話の花が咲きました。    

楽しい山行、参加の皆様有難う。  ：：：：：：：：：：：：：：：：：（児玉詔二 記） 


